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差
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点
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こ
と
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け
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す
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あ
る
の
で
、
農
協
が
指
導
す
一完
分
で
あ
0
、
漫
家
自
身
隼
活
一泡
生
臨
り
ま
し
た
4
と
に
崩
し
一拶
と
い
た
し
ま
す
.

一

る
が
そ
の
た
め
に
は
潟
在
の
量
一
様
式

t
志
切
っ

て
改
革
す
る
と
一深
甚
な
る
謝
習
を
表
す
る
と
共
一

一

脇
町
指
塙
障
で
は
徴
力
で
あ
り一
同
時
に
予
算
主
宿
す
る
必
が
ま
一

1
1
1
1
11Ih-
-lili--111111z
一

復
刻
を
果
す
こ
と
が
充
分
で
な
一
し
い
が
緊
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
一

、

一

い
の
で
育
館
な
経
験
者
で
あ
三
に
つ
い
て
盟
国
自
克
己

主

い

一

千

E
A
-
-
怜

)
-
f
p
w

一

実
力
者
等
の
指
羽
樟
制
定
整
備
一り
、
み
土
、
著
移
に
引
廻
さ
れ
一

泊
制
v

ま

む

口

ヴ

J~
引

司

/

」

剖

世

一

“

一L
生
産
面
と
併
せ
て
指
摘
噌
を
強
一る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
.
蚊一

:

J

-

:

l

i

'

l

j

勺

ι

一

指
羽
田
岡
関
が
協
力
し
て
指
思
す
一
カ
に
押
し
進
め
て
行
き
た
い
と
一入
以
上
白
も
の
比
支
出
し
な
レ

一

一

る
後
割
の
体
制
士
一
麿
充
実
し
一考
え
て
お

り

ま

す

。

一

信

念

主
持
つ
こ
と
が
こ
れ
か
ら
一

今
金
可
殺
す
委

R
骨

一

ド

白
障
制
自
申
で
附
・
町一

L結
目

見

は

お

石

一

常

時
持

続

批

評

一

書

長

坪

川

覇

権

一

一に
鈴
て
も
量
協
に
於
て
も
こ
れ
一に
つ
い

て
特
に
高
利
の
負
債
に
一も
こ
の
年
争
再
出
発
。
年
と
し
一

一

圃

希
翠
に
み
ち
た
昭
如
=
干
三

一
『念
が
ぱ
揺
れ
」
と
い
う
白
が
一
害
の
指
羽
技
術
叩
ち
肥
培
管
白
哩
一

つ
い
て
は
負
賃
借
霊
資
金
、

自
一て
き

Z
K力
士
合
せ
農
家
m

り
一類
援
滋
認
鰐
諮
溜
温
調
随
一

自
主
的
と
阻
・
四
月
薄
な
、
一

恥

1
一詩

話

可

白
星
一
お

ゴ

仰

げ

れ
れ
い
昨
日
一に
つ
い
て
は
占
草
改
昆
相
談
一
自

主

低

利
の
資
金
制
変
一情
さ
ん
の
き

一

自
主

〈

額

際

轟

櫨

圏

一祭
実
主
義
で
は
あ
り
ま

三

」

一

一

一

I
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
I
l
i
-

-袈
題

.γ
義

重

一

喜

的
な
、
せ
ま
い
喜
恒
一

4

Z
諮
問
言
語
説
明
一年
頭
の
諜

一詩
書
記
-警
報
謹
一
日1
民
主
主

品

開
一
た

己
主

二
十
室

、

九

年
D
一主

t
R
i-

-

一号

雲

内

長

特

大

工

程

爵

路

閣

婦

警

騒

麗

随

一

理
想
的
な
教
育
士
宅
張
し
て
一

制
一
遁
讃
災
害
・
わ
け
て
も

一
昨
年ー一

そ
ご
で
特
に
申
K
げ
た
い
こ
一

今

金

土

地

広

島

区

一

の

心
か
ら
な
る

EmAに
佼
り

寝

闘

瞬

罷

臨

構

鴎

植

田

一長
地
時
四
四
現
実
世
個
一
蹴
し
て
一

品

か一
日目
紅
誌
は
問
符
討
一口
玲
政
代
将
仲
間
同

一

市

記

長

伊

藤

畑

義

一昨
日
刊
誌
U
M
M
けれ
比
一ー
引
い
い
引
一
汁
引
一比
五
日
間刊
行
計
上

一

ま

7
に
尚
一
九
で
来
た
車
京
申
告
さ
一日収
痩
で
な
か
っ
た
が
玄
町
の
立
一

2
5
t
E
E量
g
f
r
2
5
2白

石
し
て
穫
に
感
銘
に
?

白
地一
と
う
間
韮
レ
ま
す
a

一
み
主
主
張
し
て
ゐ
て
も
、
訂
一

、
一

ん
λ

汗
叫
阿
君
と
潔
〈
感
謝
と
一地
主
件
の
中
に
お
い
て

-λ
以

一
間
凶器
恒
明
週
蝿
臨
膏
血
闘
争
戸
宿
嗣酬
で
有
り
ま
す
科
別
川

τ宿
直
い
ま
す
。

一

お

主
月
の
す
が
す
が
し
い
気
一
政
治
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
!
一

ヘ

b
一

す

す

ー
ま

で
あ
り
ま

↑話

駐

日

抗

議

苅

IK器

一日
堅

持

関

心

情

Eum認
さ

み

一分
で

4
2
2
2
3一
惑

い

?

の

ま

H
M
一

一

一
し
か
し
と
り
よ
う
な
喜

宮

一も
白
で
あ
り
、
農
業
と
は
品
単
一
説

明

恥
車

種

趨

雌

去

の
第
一

歩
主
踏
み
出
し
て
居
一一一一十五
程
却
に
ぎ

主

せ
諸

と
え

tf
ま
し
ょ

っ
.

一み
せ
ず
、
お
互
い
に
祉
会
事
常
一

山

一
工
そ
に
打
捜
い
た
災
害
に
よ
っ

一物
の
慣
格
が
安
く
な
っ
た
と
し
一
割
省
官
島
間
協
関
脇
酎
轟
一り

ま
す

Z皆
同
制
と
共
に
感
抽
出
一狂

言
広
樹
苦
難
生
し
の
び
つ一

大
ら
か
な
、
安
ら
山
々
目
立
責
任
の
晶
る
こ
と
を
反
省
し
ま
一

品

一て
ぼ
う
大
な
借
金
が
い
ぜ
ん
と

一て
私
止
め
る
こ
・と
が
出
来
な
と

ち
;
一
叶
制
鍋
蹴
製
胸
膜
麟
薗
に
堪
え
ま
せ
ん

d

一っ
こ
の
利
別
行
~
合
ォ
発
事
量
一ら
か
ら

朗
ら
S
K
白

t
す
。
一
し
よ
う
.

一

山

一L
て

雲

白
書

量

〈

の
L
一宿
命
で
島
り
ま
す
の
で
特
量

一

生

達

言

語

一
時
た
ま
た
ま

2
2
2一に
大
き
く

制

思

L
H
L
て
組
一

健
し
〈
暖
か
で

」

べ

て
を
一

E
し
い
糟
神
的
豊
田
走
二

一か
、
っ
て
い
る
こ

b
で

農

産
一意
し
て
獄
き
た
い
も
白
で
あ
り
一
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
御
一
三
寸
古
周
jn

に
際
り
こ
の
感
激一
合
員

一
同
が
記
念
碑
の
下
に

二
抱
き
い

つ
く
し
む
必
で
す
・

一う
ま
ず
、
た
占
ま
ず
、

一勧
の
僚
だ
ん
が
下
っ
て
そ
の
劃
一ま
す
@

‘

一座
い
ま
す
・

省

み

重
L
て
一は
直
eq
に
記
念
碑
山
内
主
在
ヱ
ゑ
団
結
最
後
山
仕
Y
げ
に

設

一

奈
晶
子
、
守
子
、

す
な
ほ
一る
教
育
に
努
力
す
る
と

一合

E
Zふ
と
こ
ろ
を
う
る
お
十

意
書
固
な
り
径
曇
白
合
理
一昨
年
目
怒

-Eに
恥
拘
九
千
七
一
主
笠
明日舵
心
掛
警
官

m
m酬
が
慌
一
の
御
同時
力
主
恕
き
ま
し
て
水
昭
一で
つ
つ
ま
し
く
、
法
み
き
っ
た
一が
今
金
町
も
笹
山
世
田
隆

一
死
か
っ
た
こ
と
で
な
い
か
と
一化
に
つ
い
て
自
ら
め
枠
内
に
於
一以
来
初

2
3
m
ω
献
金
荘
一
り
七
百
戸
水
稲

雄

三

お
筆
綿
一
耕
咋
に
自
信

baて
培
商

に
的
一心
で
す
@

一地

一憂
慮
す
る
も
自
で
色
り
ま
す
・

一て
各
ヱ
智
力
す
る
こ
と
は
重
要
一翻
努
力
に
よ
り
ま
し
て
見
事
一
一
米
生
以
て
今
A

芋
八
幡
宮
境
内
に
一み
一

日
も
早
〈
安
定
せ
る
き

と

一

て
・
文
化
の
向
上
主
畑

一

V

支
倉
田

t
b
k
一な
こ
と
で
あ
v
t
fhが
、
自
ら
一万
-
主
慣
に
鎗

母 (第45号)

組
合
世
曽
我

ー〆

年

頭

挨

拶

今
金
町
J

農
業
協
向
同
日
令

昭和33隼1月15日発行

井

定

一

新窓

生地

活 差是
業

経
向

営
上 の
を確

圃y立

芭

の

る



t四)

j属選今金時の議設へji

司、、

り

、』、

いまかね町激化よ昭和33年1 ~15自発円Clill45号1

b

、
F

・ル
g
LV
F
6
内

命

窪田会推 今
会準金

軍 事長長協町
薦芸 大安元林聖河 相喜田伊安 議土浦小務

川川越藤村局 楼 原町中 E妻都 会地水西 羽川川原蕗蕗 )I!

t:広zi畳:iE霊童 宣;;局み立3Ti;
調子空 今周 監 理事組農北
戸 長農 金事 霊童業槍
事雪業町長 事 事事霊協山

'南 中伊河和村橋千元伊箭位組合 協 号務南三小大原 決設大畑土三阻荒 氷雪南河ー同土

来村 蕗谷 蕗川我周 永 }Ij )i，時 窓 田 辺 閤 越 E 島都 }Ij上 島 }Ij掛永組地 s

佐 謀 説 五定芳当主 組 作局 隣徳 米 普 藤 武 際 恨 才 ー 英 俊 む 咽 111合攻 i
== _ .AC. .L入 太 末 今 太 良 l

祭一 吉些市吾郎安広 一治吉良E一口 J>II 穏松島登憲弘~.5時雄蕊 E 助 見 出幸痩喜善省，pζi

監 理組 今 皇酪今
同 一番 監 町

議 事長 農金事 事 t 長農金
串霊業 関I 岨 事業主ど

天遺 原 高 問地小小佐長 協間千三謹加中君鈴鈴 猪 梅 宮 山?Z惇 賢小協1lI[

草鹿 田稲田捻野池蕗谷筒拓葉晶藤 藍島川木木股村 m島一 本 沼 狩 jill 越 元本水口 i

M 長正郡新窓露2詔 IE判例制 恕松雲間わ酔臨組 問吉民健 昌!
一 切人予ご 四 弐極 弐太之同 左善、 久

宅三主笠主主主塑笠o.三二u 二一一二金三j堅m二竺玉三竺旦主主主堅主L二 [:)一一主主竺亘き同
監 理副会 今 主 翠 EE 今 吾

H 会令? 主 官蓄量森~
事 ー 事顕顕 町 _ ~r 事議 怯-"'-

梅内位丸岡自主丸松 大中立 誼1Il内高藤荷 辻商西 太今細右工村#伊 丸加'"、臨I
本 田沼山本右 jE山#崎忠 膝 原 鹿島村田 工 回吾川 沢 藤上蕗蕗 111藤， 組 谷藤 E

光正叩碩英角慈雲茂徳 丑量舎 ?警部均一網九五合 文一 !

治男畿 雄 送 事雄内 夫治事!li1;";也詐博 級事長男 怠苦惇話相叫竺竺丘町 一一~~G
-ー←一一一一 ~一五7車両 丞割審 所中槍!

'会一 協金 宣言言 小山i
員長 長議地 誌言霊長企北 1

E天高村稿元伊佐仲]、妻郡伊締 f;f竹 必曾域 紛佐小松 若 芥 活 設梅主立 中丸大西佐辻 秋内業 部 i
村産臨端岩市蕗 蕗)1J7); ~~ 部 監 企 藤 沢井 林 村 島 コ ヰ 髭 島山崎回裏一元藤相地 l

問 LZ222iziiiiiiZE;二塁22iif拘禁万i
事護主 委書副 長 今 l 

務査 長 記 "室員 J畏ム
局 委 案 員長峯長口;立J

長員ii¥広軍特 許 ??;売出話E宝柑橘 百 千 i里鷺広大末t正存雪 山町
笠討手訳 Jl) 牢 ) Ij 土沼田谷藤政葉三 ~ 9 越 田空水間
邑 V 匂

京会要 卸会E 朝議 主観更敏新荏嬢藤好二健盟

主iI~鄭噛量産義民 人 法 一 市長b 事主宍二亥市古 一失彦郎次

富
山e

安大大

代
表
監
事

揮橋南丹

事

大橋草山 清 原

主主

'事
監

事

務

局

局

長

湯

田

田

久

-<= 

北
槍
山
地
匡
綜
合

か
ん
ば
い
促
進
委

ロ
員
会

l1J山蕗端 田 上

部 会

全会

長長
夫松安

iJ谷部

義
雄

与

市

友

馬

松VlJ宜I

事

県 佐

、成文ゆキ草喜望再現蕗定震 縛-C1;I < ...己主
タ巳 ."，::~ ... 

史 平う F 子息二太治径五 !!!"，I;吉括主! 、A

_~..:v，品，.....，.，._~~出，:，.;.， ..:.;-:-::κ叫担当kヰ凶ぷ議

aa谷池)JJ日E草木

棺有鈴町煩綜山主E新，)>~王欝 伊 j!;

ー原資 本河

'.~.'. ........品ー・ム-'. '" ...;... 、\，叫伽-"“‘ 二，"，-~

広 益 棺信

民



(J匹4考〉唱和32年12月151量作りいまかね町政 t:"よー(五)

殺 使32i i限総
務丁霊長長 長長 "'.... 

愛重 吉 医樹木多 a戸松 4万

諜 宕村 田井 福村 田谷沢思課

英正 ;主 主祭反主主陵ご文定
万三倍翼俊腕推 五よ吉雄Z言語 子手也署員E

主 義 ♂土 E 替課
JtlI. 長 長長-!- 係 長長
高江r 佐小百大高 浜有ロ /1、福i 中米自佐久師

EZ西成 治帰 国品 諜回芥批山22笛
正グu言1 事末茂正邦正清 語 読 点 常政

豆品官Z.1e治f・.. 夫書 昭市出保男夫:Iln 'I'司 ラモ挙涜弐市

i 22主 12霊 32AZZ誇
安長 常 実畏 常 実長 任文 芸長 常

這遺言さ丸 ff河Z言明 1王女草加鈴里香 汝 伊田持活 ff
慈 悲 前 出 atzt;:量 端 ;;:1.. 4;戸室議事上 作局 麗中 ff刀t弓l;"

盟末勝目右亘 更丹市 員一貫主巾思蚕 網干他楠頁

窓訟忍草詩会 長室需主会 史査部正で 喪号逼実会

使 敏委副 歪 今 委言q;今
事育室 員 ム 震金

長国蚕長数瓦 員審 町
坪鈴古紙尼育町中天泊費田

川 木村 J!J!自委 易沼 沢 委 定

司ゆ滋雪山員 来持視 員資
雄う宝語苦会 頭三助 会建

ιa ， 

A

品ヲ

品
一品

町
立
場

Et

安

部

義

碓

務

太
一

吉

村

太

郎

町立Jj

f主

枚
入
役

産

業

課

課

長

太

田

賦
課
係
長

古

畑

古

川凶

徴
攻
係
畏
生

包

今

野
大

塚

今

村

千型車

祉

会

課

課

長

石

芹

政

吉

国
保
係
長

石

持

俊

直

厚

生

係

長

宿

題

武

雄

虻

川

{

一

一

蕊

野

平
庄

長

口同
市川明

遺

藤
愛

情
高

田

雪

国

諜

2謡今
長長金

加曾同T

匂議
豆定毛主F
郎 ー ←・

委 今

う公金

東 山Z宝町
条崎屋安

判精雌員 慣 r

夫語え会 理助蚕

( 覧会会 今

き き5長島金
問 書出伊山 県 出村 富村守栂塁率清 葉町

上 海 上岩川鼠 )~窓 ;水芳ミ

佐千久千五局 昌弐 久弐暗殺成定 ろ 同 言

忌事奇宮ー縫己'接交娃言-一男一高実 蚕
今罰分 自分
金自彊拓 自巴程
七長長石 長長 )11
J:t皇 室佐分 箆沢分
吹蕗語圏戸川口間
良望号ヨ民 主疋 v

太

喪

飯

凶

浜

田
渡

辺

一今
金
高
等
学
佼

ト
一
家
庭
科
別
将

滋
一
致

踊

今

野

富

合

子

子

一

土

港

松

子

在

住

久
間

ミ

ヤ

今
金
保
育
所

罰

長

佐

藤

笹

骨

塩

崎

栗

谷

幹敬騎滋

子子子 子

香笹蓮今
員奉A

員長管 E

辻潤滑理町

沢水言
強

務

扇

-'" 

笠

原

壮

宮

内

訟

千

翼

正

平

山

猿

丁

山

田

宮

一一語
鎗晃正吉丑

主主主主主"

メL， 
金
分

山 田'団覚

書長
実Z

己 皇，， "

分

団

長

多

割
分
間
長

自

川 中蕩本ロ

お一

二

議一
一h
A
U
:

吉
一
一品
，一

風↑

ー~

一義
一
一点

FR
一一
・

唱
広
一
日
目

司一一昨
一
q
E叫ん

選
ι

島
一~克
一

ヲ戸
時
四
来
芝

山口‘一

上
'
英
一-iJ3

一

p
臥晶一議
岡山
一
三

割
問
宏

一-
者
4

4
4
F
立

沼

'義
乙
込
一日

J

比一円・

~JYω

聾

事

務

邦政局

襲 男 市

局

、



j
ル

新

有

権

者

新
有
植
者
の
骨
さ
ん
、
立
涯
一の
で
す
か
ら
、
そ
り
政
治
主
行
一品
p
だ
と
思
い
ま
す
.

に
成
人
さ
れ
て
お
め
で
と
う
ご
一う
人
査
部
が
良
齢
あ
る
立
訟
な
一

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
は
賞
註
会

ざ
い
ま
す。

一
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
の
で
一白
一
人
と
し
て
争
車
多
様
た
匙

元
気
に
戒
長
さ
れ
た
皆
さ
ん
↓
す
。
そ
日
立
振
な
民
治
世
行
う
一
金
生
活
に
突
入
さ
れ
る
の
で
す

が
、
名
貨
と
も
に
祉
会
山

一
員
↑人
を
わ
れ
わ
れ
園
長
が
翠
よ
'
二
が
、
新
し
く
得
ら
れ
た
富
良
&

と
し
て
額
出
発
き
れ
る
こ
主
主
一
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
選
挙
一

L
て
の
簸
利
主
立
法
に
行
い
、

必
か
ら
お
喜
び
阜
上
げ
ま
す
。

一が
桓
め
て
大
事
な
も
C
で
る
と

昌
克
と
し
て
の
義
務
主
立
涯
に

告
さ
ん
は
‘
預
二
十
歳
陀
達
一
且
い
人
生
選
よ
と
い
う
干
と
が
一
果
す
こ
と
を
、
心
か
ら
希
望
す
る

し
た
白
か
ら
日
本
盟
果
と
L
て
一い
か
に
大
切
で
あ
る
か
が
お
わ
一女
第
で
あ
B
ま
す
.

盟
会
騎
員
を
仕
じ
め
、
市
町
村
一

一金
額
倍
、
市
町
村
長
そ
の
他
い

一

一
ろ
い

ろ
な
岳
磁
に
つ
〈
人
を
選
一

一よ
櫓
利
を
お
持
ち
匡
な
る
わ
け

一

一
で

す

。

一

一

こ
の
選
器
濯
が
い
か
に
大
切
一

一な
も
の
で
島
る
か
は
、
レ
支
さ
一

一ら
申
L
」
げ
る
ま
で
4
h
あ
り
ま
一

一せ
ん
が
、
そ
れ
は
わ
土
〈
し
た
一

一ち
の
生
活
が
こ
の
選
訟
と
需
接
一

一な
関
係
を
も
っ

て
お

b
、
わ
た一

一〈
し
た
も
の
幸
福
仕
よ

い
政
治
一

一が
行
わ
れ
な
く
て
柱
、
と
う
て
一

一
い
謹
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
一

一で
す
D

一

一
そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

一

行
一
政
治
が
行
わ
れ
る
か
と
申
し
ま
一

発
一
す
と
、
-
h
が
国
の
制
度
比
国
民
一

日
一
が
官
接
に
政
治
上
の
こ
と
が
ら
一

則
一
を
き
め
な
い
で
‘
国
民
に
か
わ
一

同
町
一
司
て
改
円
を
行
う
人
が
き
め
る
一

3

-

l

 

栂

会

合

V
4
7
「1
1
1
1
1

8

V

J

一証

f
M

q
f
u
W
7忽
C

‘

dv

a
K
M
H
品
目
指
江
¥
ー

ザ一
=
・
一

歩
t
rラ
jj
i

開
封
一灯
時

f

i

i

 

t
-
一
q
i
k

(六)りいまかね町E変化よ{第4う号)
J 

も

の

皆

ん

与
~

さ

FaEz--z-I
ZEE-s
+量
E
+毒
昨
年
末
、
町
芭
町
祉
会

前

酒

祉

協

議

会

が
主
体
Z

内

但

£

M

及、、

恥

寸

て

-

な

h
実
施
し
た
最
末
園

開

j

、

一

小

ー

し

一

窮

若

救

援

巡

動

に

つ

い

一

者

つ

"

一

て

は

年

末

に

?
、
何
か

副

司
h
d

j

t

屯

明

g
z、
E

Z

御
出
費
の
畳
間
み
ま
す

一

国

佐

一

折

一

し

も

か

か

わ

ら

守

、

司

末

ー
動

一

ア

記

の

様

な

御

協

賛

を

~

或

遁

頂

き

ま

し

た

こ

ぜ

に

胤

首

脳

、

、

し

深

(

威

謝

申

上

げ
報

告
--
+
雲
一
吾
妻

-ZE---干
童
手
告
致
し
ま
す
・

1.'.-

牧

入

豆
ニ
、

宮"
六

円

八

内

輝

金

J

額

一

部

落

一

代

表

者

三
、
一
九

O
同

撲
利
河

向

島

幸
作

二
一

回

下

争

マ

，
ン
ケ
シ

須
甲

了

英

九

一
O

種
川

宮

前

高

指

腸
一

六

五

五

金

原

午

尭

小

田
島
食料相
s

て

O
C
O

神
丘
小
中
枝

加

藤

秀

蒔

四
六

O

南
田
代

山

田

秋
夫

五
‘
去

六

五

末

賀

町

今
野

傭

一、

ニ
O
O

豊
田
小

中

校

小

視

冨

雄

ー

二
豆

O

昭
和
町
(
伺
人
)
大
倉
ヒ

T
a

四
回

O

日
の
出

町

清

水

主

嵯

九
O
五

中

里

情

藤

観

一
郎

主
O
O

豊

田

南
川

繁

一
、
一
七
O

新
築

町

岩

淵

努

佐

七

七

回

喧

川

中

曽

校

回

都

干

て

0
0
0

車
川
勝
前

田

部

干

一
、
豆
二

O

祭

町

小

西

与

実

抱

一
、
入

O
O

今
金
蹄
入
会
情
革

命
ν

凶
二

O

金

吉

/

渡

遁

橋

市

三

九

三

今

金
中

学

校

輪

島
治
三
郎

二

一
O

中
里
小
中
校
成
田

孝
二

一七

O

鈴

岡

泊

家

治

郎

吉

四
三

O

積
川
高
台
立
野
与
右
衛
門

一
.
0
0
0

今
金
有
腕
放
這
協
会

今

野

健

今
金
町
設
場
互
助
会

安

部

様

車

這
民
生
母
長

堀

新

二

郎

森

a

作
窓

支

出

J
t
一領、
、
J
=
一
六
同

‘
b

五
二、

八

三

六

宵

一

z

困
窮
挙
室
に
配
分
国

内

詩

R

一
こ
日
程
分
方
法
は
う
変
給
量
四

回
入
、
二

C
O
同
一
象
拡
帯
-
=
一
九
世
智
.
六
豆
大

米
四
石
五
升
購
入
代
金
一人
に
謝
し
、
人
員
罰

ιょ
nJ
Z

Z
O
O国

一居
合
し
た
。

悶
第
家
庭

に

配

分

-

検
察
審
し
否
一
員
候
補
者

が
選
定
さ
れ
ま
し
た

毎
λ
Z

十
一
月
に
起
草
人
名
簿
U

小
田
島

T
-吾、

中
か
ら
.
く
じ
に
よ
b
Am
察
審

谷

崎

・

勇

者
負
候
補
者
生
返
足
し

て
お
む

{一志家

艶
蹴

ま
す
が
、
今
月
も
一
円
心
H
に

帆
一
別
久
子

こ
の
〈
じ

t
h
い
苦
し
た
と

こ

狩

野

守

ろ
夫
山
方
々
が
そ
山
口
拭
約
一一

石

に

煩

震

甚

選
定
さ
れ

ま
し
た。

五
十
嵐
冨
シ

麗

川

商

品

星
川
ス
品

「
今
金
町
史
」

販
布
予
約
-
申
込

ザ
与
に
つ
い
て

'

e

R

.

、!、
w

J

z

e

4

 

感
信

。
金
原

氏
京
一

輔
副
川

今
金

今
金

入
京

今
金

聾
嗣

建議

関
村
以
来
六
十
年
わ
が
郷
土
一回
O
O同
の
予
定
〕

広
て

p
h

の
た
く
ま
し
く
成
え
し
て
来
た
一け
致
し
た

い
と
ぷ
い
ま
す
白
で

姿
を
後
年
に
聾
す
た
め
‘
数
年
一当
役
場
総
計
四
課
へ

街
申
込
主
下

京
町
史
編
集
委
員
の
手
に
よ
り
一
さ
い
。

努
力
定
額
け
て
曇
め
ま
し
た
三

@
A
列
五
零

ν
一
1
P
ロ
l

今
金
町
史
」
弘
海
く
完
既
に
猛
一

ス
、
ケ
ー
ス
附

づ
昔
、
三
月
下
旬
頃
晶
刊
さ
れ
一

約
五

Z
O真

る
見
込
み
と
な
め
ま
し
た
白
で
一

宮
耳
豹
ニ
ハ

O
枚

一
卸
希
望
の
方
』
に
特
に
一
節
賞

'掴
螺
酌
三
声
放

uz

一
喪
人

O
O
悶
申
辛
額
自
慢
格

戸

古

J
e

可

t
J
r

一O
、
0
0
0

-
六
、
四

0
0

一、

0
0
0

-、

二
七
O

大
和
町

中
種
川

J7
 

‘
B
o
a
-
-
-
d

一

‘. 

， 


